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１. はじめに
生活資源という言葉は､ 少なくとも1980年代後
半から使われており､ 家政学の学問的体系の一分野
という位置づけで文献が刊行されたのが1992年１)で
あり､ 少しずつ認知度が高まっている領域である｡
資源に関する分類の中で､ 1999年に当時の社団
法人資源協会がまとめた生活資源分類２)によると､
29の資源に分類してある｡ そこでは､ ｢生活資源｣
を ｢物質｣､ ｢環境｣､ ｢情報｣､ ｢その他｣ に大きく分
けられており､ ｢物質｣ の10分類には ｢住居資源｣
や ｢リサイクル資源｣ など､ 主に材料に関わるもの
が挙げられている｡ ｢環境｣ は､ 自然環境に限定せ
ず､ ｢景観資源｣ の歴史的建造物のように形あるも
のから､ 香りのように見えないもの迄含まれている｡
｢情報｣ には､ いわゆるICT分野以外のものが多く､
地域の伝承や祭りなどの ｢コミュニティ資源｣ もこ
の中に分類されている｡ ｢その他｣ には､ ｢時間資源｣
として買い物時間や介護が挙げられている｡
現在の学校教育における家庭科では､ ｢生活資源｣
を扱う分量が増えており､ 生活設計のための家計や
時間との関係性から述べられることが多い｡ また､
高等学校家庭科の指導要領の改訂では､ その趣旨と
して ｢社会において主体的に生きる消費者をはぐく
む視点から､ 消費者のあり方及び資源や環境に配慮
したライフスタイルの確立を目指す指導を充実す
る｣３)とある｡ 具体的に指導要領に示されている
｢生活資源｣ に関する記述には､ ｢指導に当たっては､
自らのライフスタイルを創造し､ 人生の目標を達成
するためには､ 生活資源をどのように活用したらよ
いかを考えさせる｣ とある｡ 生活資源を学ぶ教材を
準備するにあたり､ 文部科学省の小学校学習指導要
領では､ 改訂時に総則で ｢環境の保全に貢献し｣ と
いう文言が付け加えられただけでなく､ 社会科､ 理
科､ 生活科､ 家庭科､ 体育科､ 道徳､ 総合的な学習
の時間､ 特別活動と多くの科目で､ 環境に関する教
育実践が定められていることをふまえ､ 居住性を高
める環境教育に着目をした｡
近年は環境省で､ ユネスコ (国際連合教育科学文
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化機関) の掲げる ｢持続可能な開発のための教育
(ESD:Education for Sustainable Development)｣
が推進されており､ 従来のECO学習にESDを加え
る視点が重視されている｡ 日本ユネスコ国内委員会
によると､ ESDの基本的な考え方として8分野に関
する学習が必要だと示されており､ ①環境学習､ ②
エネルギー学習､ ③防災学習､ ④世界遺産や地域の
文化財などに関する学習､ ⑤気候変動､ ⑥生物多様
性､ ⑦国際理解学習､ ⑧その他関連する学習である｡
この①～⑧と､ これまで本学住居・生活資源デザ
インゼミで取り組んできた教育及びゼミ学生が取り
組んだ卒業研究を対照すると次の通りである｡ ②エ
ネルギー学習については､ 太陽光発電システムを搭
載した住宅の研究､ ③防災学習については阪神・淡
路大震災及び東日本大震災を踏まえた授業や防災ま
ちづくりワークショップ､ 住宅の耐震性に関する研
究､ ④世界遺産や地域の文化財などに関する学習と
しては､ 石見銀山の文化的景観と大森銀山重要伝統
的建造物群保存地区や､ 島根県指定文化財明治時代
の木造建築物興雲閣での実地学習等多数ある｡ ⑤気
候変動については人工気候環境の学習としてPMV
計による環境測定や､ アメニティスペシャリストの
育成に取り組んでいる｡ 尚､ ⑥⑦⑧の学習項目につ
いては､ ほとんど取り組んでいない｡
本研究では､ ①の環境学習の一貫としての位置づ
けを踏まえ､ 居住性を高める環境教育を考える上で､
幅広い生活資源の中でも大学に留まらず小中高生に
も理解しやすいように､ 目に目見える材料のリサイ
クルを取り上げた｡ そして､ 生活資源のリサイクル
の現状と､ 生活資源の材料特性について明らかにし
た上で､ その知見を生かした環境学習に役立つ教材
を作ることを目的としている｡
２. 研究概要
生活資源及び居住環境に関する研究を､ 本学総合
文化学科の住居・デザイン研究室では､ 平成19年度
から現在まで継続して行っている｡ リサイクル可能
な材料のうち､ 一般家庭で生活に密着していて入手
しやすく学習教材として平易に導入できそうだとい
う観点から合成樹脂に着目し､ 平成19年度に調査を
行ったインテリアファブリックスとしてポリエステ
ルのカーテンを､ 平成23年度及び25年度には塩化
ビニル壁紙に着目し､ 平成25年度には､ ポリスチレ
ン､ ポリエチレン､ ポリプロピレンが組成として多
い食品用トレイのリサイクル現状について島根県内
の自治体の分別について調べた｡ 研究方法は聞き取
り調査､ 文献調査､ 実験室での試験を行った｡ また､
生活資源を題材とした居住性に関わる環境教育の教
材の試作と､ その実施を行った｡
３. 調査結果
１) 島根県内の市町村別リサイクル
1971年設立の環境庁は､ 2001年に環境省に格上
げされ､ 環境施策が強化されている｡ リサイクルに
関する法制度としては､ 1994年に制定された環境
基本法及び環境基本計画や､ 同じく1994年の製造
物責任法 (PL法)､ 1995年の容器包装リサイクル法､
2000年の循環型社会形成推進基本法及び基本計画
のように､ 1990年代後半に整備されている｡
この中で､ 容器包装リサイクル法についてみると､
正式名称は ｢容器包装に係る分別収集及び再商品化
の促進等に関する法律｣ であり､ 消費者は決められ
た分別回収に従う役割があり､ 市町村は出された廃
棄物を分別収集して事業者に渡し､ 事業者は再商品
化というリサイクルを行う｡ そのため､ 分別収集の
中核を担う市町村の取り組みが重要と考えられ､ 各
自治体が公表している情報について違いを調べた｡
島根県内には､ 現在８市10町１村の自治体がある
が､ そのうち､ ８市１町のリサイクルについて調べ
た｡ 全く同じ回収内容の自治体は無く､ 居住市町村
が変わる毎に内容の確認が必要である｡ その上､ 回
収方法だけでなく､ ごみの種類別の呼び名も異なっ
ていた｡
複数の自治体に見られた傾向として､ 使用済み電
池や､ 蛍光灯を捨てる際は､ 近くの販売店の回収場
所へもちこむようにと記載しながら､ その店舗の名
称や場所がわかりやすく明示されていなかった｡ 今
後の課題と考えられたのは､ 廃食用油の取り扱いで
ある｡ 回収を行っている自治体は少なく､ また､ 回
収する場合も植物性のものに限定されている｡ 家庭
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で消費される一般的な調味料であり､ 薬剤で固める､
あるいは紙類で吸収する以外の回収方法とリサイク
ル方法について検討の余地がある｡
市民への環境教育効果のあるガイドブックを作成
配布していたのは安来市で､ 資源ごみの出し方を写
真と文字で示した上で､ 回収物が再資源化業者へ搬
入され粉砕された後､ 綿や繊維に再生される所まで
解説されていた｡ 大田市では､ 牛乳などの紙パック
の回収が､ 500ml以上か､ アルミコーティングの有
無で､ 資源物と燃やせるごみと扱いが異なる点が特
徴的である｡ 雲南市では､ 不燃ゴミの回収に粘土や
貝殻を､ カイロを陶器・ガラス類の中に含めている
所が他の自治体と異なっていた｡ 江津市では､ 資源
ゴミの空き缶については､ 粉ミルクの缶を除くこと
が明示されていた｡ 浜田市では､ 市役所や公民館に
廃乾電池の回収ボックスを設けている｡ 益田市では､
発泡スチロール類を別分類として明記している｡ ま
た､ 容器包装プラスチックの欄に医療系の透析パッ
クや注射器を捨ててはいけない点の注意書きがなさ
れている｡ 隠岐の島町では､ 資源ゴミについて無料
の指定袋を提供している点が他の自治体との違いで
あった｡
平成25年の調査時点の出雲市では､ 合併前の市町
村の制度のまま､ 複数のリサイクル方法がそのまま
継続されていた｡ 松江市については､ もともとリサ
イクルに力を入れていたが､ ゴミ焼却の溶融炉建設
に伴い､ 収集方法が変更されている｡ かつて､ 他県
の自治体で溶融炉が導入された際に､ ゴミの分別を
せずに可燃ゴミにできるようになったために､ リサ
イクル意識の低下が懸念された｡ 松江市においても､
ガラス製品が燃やせるごみに変更されたため､ 今後
の環境教育では､ 例えばガラス瓶のリサイクルにつ
いて､ リターナブル瓶の特徴についての学習のよう
な啓蒙効果が予測される内容を取り扱う必要がある
と考えられる｡
行政のリサイクル施設に関する調査として､ 安来
市の高尾クリーンセンターと松江市の川向リサイク
ルプラザへ聞き取り調査を平成20年１月に行い同じ
質問内容で比較を行った｡ 尚､ 川向リサイクルプラ
ザへは､ 平成19年度から22年度まで本学の授業科
目 ｢生活リノベーション｣､ ｢環境資源リノベーショ
ン｣ で､ 施設見学に出掛けリサイクルに関する解説
を受講した｡ 松江市内のプラスチックごみは､ すべ
て手選別を行っており､ 廃棄せずにリサイクルでき
るものを抽出して業者へ運んでいる｡ 同プラザの職
員が着用している作業着は､ 500mlのペットボトル
16本分のリサイクルされた糸を用いた布製である｡
具体的な事例として､ カーテンの回収及び回収後
の処理については､ 安来市と松江市では異なってお
り､ 安来市では古着として回収を行うものの焼却処
分になる｡ 松江市では､ 汚れが付着したままのポリ
エステル製のカーテンは､ 燃やせるごみになるが､
アクリル製が多いレースカーテンは､ もやせないご
みになり､ 埋め立て処分として蒸し焼きなどにして
いる｡ 尚､ 川向リサイクルプラザに設置されている
｢くりんぴーす｣ では､ 一部の厚地できれいなポリ
エステルカーテンのみ､ 椅子のシートの張り替えに
使用している｡ しかし､ 現実には費用損失が発生す
るため､ 本格的なポリエステルカーテンの回収及び
リサイクルは難しい状況にある｡
２) 合成樹脂のリサイクル
合成樹脂トレイのリサイクルに関する全国の状況
としては､ 枝廣の報告４)によると､ 年間約175億枚
のトレイのうち､ 80％が廃棄されており､ 自治体の
回収が4.3%､ メーカーの回収が15.7%である｡ この
自治体及びメーカーが回収しリサイクルする場合､
①プラスチック製品に再生：マテリアルリサイクル､
②トレイに再生：トレイtoトレイ､ ③原料に還元：
ケミカルリサイクル､ ④熱エネルギーとして利用：
サーマルリサイクルのいずれかに用いられる｡ それ
ぞれ適しているプラスチックは異なり､ ①はペット
ボトルや､ 単色素材で汚れのないもの､ ②は白色の
トレイ､ ③は複合素材､ ④は複合素材に合成樹脂以
外の都市ごみを含めて用いられる｡
この中で､ ③のケミカルリサイクル技術について
は､ 石油から作られたプラスチックをもう一度戻す
油化技術､ ガス化技術､ 塩化水素ガスを分離し､ 残
りを発電に利用する高炉原料化技術､ 製鉄所で石炭
と混ぜて炉に入れ炭化水素油を得るコークス炉化学
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原料化技術､ 他にも､ モノマー化技術などがある｡
2010年の段階で､ 廃棄されたプラスチック総排出
量945万トン５)のうち､ 有効利用率は77%であり､
サーマルリサイクルが465万トン､ マテリアルリサ
イクルが217万トン､ ケミカルリサイクルが42万ト
ンとなっており､ 2000年の有効利用率46%に比べで
有効利用が進んでいるといえる｡
ポリエステル製品のリサイクルについては､ 前述
の調査以外に､ 平成20年１月にカーテン専門店へ聞
き取り調査を行った｡ 使用済みのカーテンについて
は､ 消費者の居住地の市町村が定める分別方法に則っ
て処分を顧客自身に行ってもらっている｡ 販売店舗
として引き取ってまで処分することはコスト的に難
しいという回答であった｡ 実際にカーテンを回収し
た場合にはリサイクルの費用が発生するが､ 寸法サ
イズによって料金が異なる｡
また､ カーテンをリサイクルし､ 再びカーテンと
して再利用された製品の取り扱いについて尋ねた所､
｢学校や施設などの業務用としては使われているが､
柄や色の選択肢が少なくデザインが単純なものになっ
てしまうため､ 住宅用のカーテンとして利用される
ことは難しい｣｡ 使用済みのカーテンは不純物が混
ざっていることも多く､ 柄をつける場合もチェック
のような単純なものになりがちということであった｡
その店舗では､ 主にポリエステル製のカーテンを
顧客に勧めているが､ ペットボトル (ポリエチレン
テレフタレート) から作られたリサイクルカーテン
の取り扱いについて質問した所､ ｢同様に､ 医療用
や施設用などの業務用としては使われているが住宅
用としてはほとんど取り扱っていない｣ という回答
であった｡
３) 合成樹脂の材料特性
一般家庭から排出される合成樹脂トレイの特性を
知るために､ 食用品のトレイを用いた測定を平成25
年度に本学生活材料実験室で行った｡ 使用したトレ
イの種類は､ 出雲市内のスーパーで食品を販売する
際に用いられていたものであり､ 肉用トレイ､ 煮物
用トレイ､ 白色トレイ (コーディング加工あり)､
刺身用トレイ､ サラダ用トレイ､ 透明トレイである｡
本学生活材料実験室においてガスバーナーでトレ
イ片の燃焼実験を行った｡ 10mm四方に切断し､ 燃
え尽きるまでの秒数を測った所､ トレイのコーディ
ングの影響が見られ､ コーティングがあると燃焼に
時間がかかることがわかった｡ コーティングのある
トレイを可燃ゴミとして排出すると､ 燃焼による時
間的な負担が大きいことがわかる｡
尚､ 実験室においては､ トレイ燃焼実験時に一酸
化炭素の発生については､ 気体検知管の測定では反
応が見られなかった｡ しかし､ 黒煙や匂いと煤が発
生したため､ 健康上の悪影響が懸念される｡ また､
煤が発生すると目に見えて浮遊している時間が長く､
すぐに落下はしなかった｡
同じ合成樹脂の中で､ 塩化ビニル製の壁紙の燃焼
実験を同じく平成25年度に生活材料実験室で行った｡
予備実験で５mm×５mmで11種類の壁紙を､ ガス
バーナーで燃やした所､ 10秒程度で燃え尽きるもの
が多く､ 変化を観察するために､ 続いて試片を
５mm×50mmに切断して11種類の壁紙を用いた｡
壁紙は､ 燃焼させると表面側が丸まる傾向がみられ
た｡ また､ すぐに着火し炎が見られると同時に､ 黒
い煙りが上がった｡
合成樹脂トレイについては､ 家庭で細かく切断す
ることを想定し､ トレイを折るために必要な荷重を
調べた｡ 10mm幅にトレイを切断した試験片は､ ば
ねばかりでみると平均1.1kgの力で割れたが､ コー
ティングしてあるものは､ コーティング部分は切断
されずに残った｡ さらにトレイに孔を開ける際の特
徴としては､ キリで垂直に力をかけるだけでは貫通
せず､ ねじる螺旋状の力をかけると孔があきやすく
なった｡
４) 教材としての可能性
消費生活の分野では､ 商品とサービスの両面から
の環境への配慮をする上で､ ｢ecoアクション～地球
市民になろう｣ という活動も見られる｡ 平成25年度
の１年生が受験した消費者力検定 (日本消費者協会
主催) では､ 基礎コース及び応用コースの両方の出
題分野に ｢環境｣ があり､ 環境や資源に配慮した商
品選び・生活・リサイクルに関する問題が出題され
ている｡
合成樹脂トレイのリサイクルに関する居住環境教
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育に役立つ教材づくりに向けて､ ５問の知識確認問
題をリサイクルについて調査と実験を担当した２年
生のゼミ学生が作り､ 本学で ｢消費生活論｣ を受講
中の１年生21名に対して平成25年11月26日に実施
した｡
正答率が半数に満たない48%であった設問を紹介
する｡ 島根県内の店舗での回収トレイで､ リサイク
ル可能なものに関するもので､ 解答の選択肢は ｢色
付きのトレイ｣､ ｢納豆の容器｣､ ｢発泡スチロールの
箱｣ の3択とした｡ 各自治体の回収について調査を
した際に､ 発泡スチロールは砕いて処分することが
推奨されているものの､ 実際には腕力が必要である｡
また､ 間違って食品用トレイと一緒に捨てられやす
いことから､ 発砲スチロールを選択肢に加えた｡ 正
解は､ 色付きのトレイである｡
逆に､ 正答率が81%と高かったのは､ 島根県内の
多くの回収ゴミでリサイクルできないペットボトル
の種別に関する問題であった｡ 解答の選択肢は ｢醤
油｣､ ｢酒類｣, ｢サラダ油｣ の３択問題で､ 正解はサ
ラダ油である｡
教材としての可能性として見えてきたことは､ 学
生自身が教材を作成するために､ 適切なリサイクル
と不適切なリサイクルの両方について調べる必要性
に迫られた点である｡ ただ問題を解いて､ 正解や不
正解を知る､ あるいは自治体別のリサイクル方法を
知るだけでなく､ どのような解答ミスが起こり得そ
うかを予測する力も徐々に身に付けていった｡ 作題
経験から得られるのは､ 知識はもちろんだが､ 時間
をかけて思考する力が伸びていた｡
環境学習では､ 学生自身が材料特性を実験により､
当たり前のことであっても実験して体得する経験が
あると教材作りの基盤になる｡ その上で､ 適切な事
柄を他者に伝達するという教材作りに取り組むとい
うプロセスが環境学習から環境教育への発展になる｡
教員が､ 学生に提供する教材を開発するのではなく､
学生自身が､ 教材開発に取り組んだ後で､ 自宅の日
常生活での適切な生活資源リサイクルに取り組むよ
うになったと述べていることから､ 居住環境教育の
効果として､ 行動に移す点で一定の効果があったと
考えられる｡
４. まとめ
生活資源の中でも､ 合成樹脂のリサイクルについ
ては､ 市町村による回収方法に差異が見られ､ 島根
県内の自治体で統一は図られていない｡
合成樹脂のリサイクルの中でもポリエステルカー
テンは､ 安価に入手できるものの､ リサイクル体系
が整っていないことが課題である｡
食品用トレイについては､ コーティングフィルム
部分が燃焼及び切断処分する際に､ トレイ本体部分
とは異なる影響を与えること迄がわかった｡
合成樹脂トレイに関する教材開発については､ 学
生自身が作問経験を通して､ 適切なリサイクル方法
に加えて､ 不適切なリサイクル方法に目を向けるこ
とができた｡
今後の課題として､ 教材で学習した受講生側が､
その後の日常生活へどのように知識反映を行ったか
の検証が必要である｡
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